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Ⅰ はじめに 

近年、医療保険施設での入院日数の短縮、療養型病床のベッド数減少などの問題に伴い、在

宅場面にて介護を必要とする在宅高齢者は、増加の一途をたどっている。これに伴い、在宅に

て高齢者の介護・お世話を行う同居家族の負担が問題となっている。この様な背景から、在宅

高齢者への直接的支援の他に、同居家族への支援を平行して行うことが必要である。 

 

Ⅱ 研究目的 

デイケア施設を利用する在宅高齢者のお世話・介護を主にしている同居家族に対して、介護

肯定感及び介護負担感に関連する要因は何かを明らかにするため、同居家族の基本属性と介護

における主観的要因、および高齢者側要因の関係について分析する（分析 1）。続いて同居生活

継続の自信と介護肯定感、介護負担感、その他の関連要因の関連性について分析を行ない、同

居家族が今後、同居生活継続の自信低下につながると考える要因を明らかにする(分析 2)。 

分析 1、2 の分析結果から、同居生活継続の自信につながる同居家族に対する支援方法につ

いて考察、立案を行なうことで、在宅高齢者の在宅生活継続につながる指針を得ることが本研

究の意義である。 

 

Ⅲ 対象と方法 

1．対象 

介護老人保健施設に併設されるデイケア施設の利用者であり、介護保険における要支援、ま

たは要介護の介護認定を受けている在宅高齢者の同居家族である。同居家族の選択は、在宅生

活にて主に高齢者のお世話・介護をしている家族とした。 

 

2．方法と調査内容 

個別記入式の質問紙法と施設所有の利用者関係書類から情報収集を行った。調査時期は平成

23 年の 4月と 9月であり、調査期間は約 1ヶ月である。 

調査内容と変数の測定方法は以下の通りである。同居生活継続の自信は、順序尺度の 5件法

とした。介護肯定感は、櫻井 20）の作成した介護肯定感尺度 14 項目を使用した。介護負担感は、

Zarit らが作成した介護負担感尺度をもとに、荒井ら 21）が作成した Zarit 介護負担感尺度（日

本語版）22 項目を使用した。同居家族側要因からは同居家族の基本属性、お世話・介護にて生

じる主観的要因と介護状況、在宅高齢者側要因からは在宅高齢者の基本属性を使用した。 

 

Ⅳ 結果 

1．分析 1結果（介護肯定感及び介護負担感に関連する要因） 

相関係数の結果では、介護肯定感と介護負担感の間に負の相関（r=-0.414,p<0.01）を有意

に認めた。介護肯定感は、認知症の程度と負の相関（r=-0.304,p<0.05）、高齢者との関係と正

の相関（r=0.639,p<0.01）を有意に認めた。介護負担感は、高齢者介護度と正の相関

（r=0.321,p<0.01）、高齢者との関係と負の相関（r=-0.397,p<0.01）を有意に認めた。 

重回帰分析の結果では、介護肯定感では、高齢者年齢（β=-0.218,p<0.05）、高齢者の認知

症程度（β=-0.278,p<0.05）の 2 変数が有意な負の影響力を示し、高齢者との関係（β

=0.675,p<0.01）が有意な正の影響力を示した。介護負担感では、高齢者との関係（β
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=-0.428,p<0.01）が有意な負の影響力を示した。 

 

2．分析 2結果（同居生活継続の自信に関連する要因） 

相関係数の結果では、同居生活継続の自信は、介護肯定感と正の相関（r=0.484,p<0.01）、

介護負担感と負の相関（r=-0.310,p<0.05）、高齢者との関係と正の相関（r=0.455,p<0.01）を

有意に認めた。 

重回帰分析の結果では、第 1段階の分析として、分析 1で投入した独立変数を全て投入した

ところ、高齢者との関係（β=0.466,p<0.01）が有意な正の影響力を示した。第 2 段階の分析

として、第 1 段階で投入した独立変数に、介護肯定感、介護負担感を加えて投入したところ、

全ての独立変数において有意な影響力を示さなかった。第 3段階の分析として、第 2段階の分

析で用いた独立変数のグループから高齢者との関係を除外して分析したところ、介護肯定感

（β=0.400,p<0.01）が有意な正の影響力を示した。 

 

Ⅴ 結論と考察 

第 1に、良好な介護肯定感の形成には、同居家族と高齢者の関係が重要であり、両者の関係

を改善するための援助が必要である。そこで同居家族、高齢者間において、心理的および物理

的な距離の調整につながる支援が求められる。しかし、対象者がお世話・介護を必要する状態

を余儀なくされた場合、同居家族と高齢者の距離が近すぎると、逆に同居家族の精神的消耗や

時間的制約を強め、同居家族の負担を高める要因となることも考えられる。お世話・介護自体

の量は容易に改善することは困難であるため、高齢者との距離を適切に保ち、ストレッサーか

らの対処を可能にすることが、同居家族の精神的負担を軽減させ、高齢者に対して肯定的な感

情をもつ上で重要であると考える。高齢者と同居家族の状況を踏まえて、ショートステイ、通

所介護などの情報提供を行い、同居家族、高齢者間における距離の調整を行うことが重要であ

る。 

第 2に、介護保険制度の利用においてケアプランを作成する際、同居家族の「生活支援」に

ついても考慮することが求められる。介護保険にて在宅サービスなどの社会資源を提供する際

は、高齢者への直接的支援の他に、同居家族の精神的、及び身体的な負担軽減を目指し、「生

活の質」の向上に反映できる支援を立案することも重要である。同居家族が高齢者に対して肯

定的感情をもちながら、余裕をもった同居生活を送れることが求められる。そして、お世話・

介護を行う同居家族自身も他の家族から支えられ、サポートを得られる体制作りを支援するこ

とが重要である。 

第 3 に、「高齢者の関係」に対する評価手段の立案を行い、評価結果から介入手段の決定、

実践を行い、在宅生活の問題解消につなげることである。研究結果から、「高齢者との関係」

を良好に保ち、介護肯定感の向上につなげることが、同居生活継続の自信に反映されることが

示された。「高齢者との関係」は現在までの長年培ってきた夫婦間の主観的な感情により形成

されるため、第三者の視点で評価すること、その評価に基づいて介入手段を決定、実践するこ

とが妥当であるかの疑問が残るため、今後の検討課題である。まずは高齢者と同居家族の主観

による評価、対処方法を優先し、そこから第三者に支援可能な介入手段を考え援助することが

求められる。今後、第三者が介入できる範囲、分野でどのような支援を行うことが、在宅生活

の問題解消につながるかの評価手段の立案が求められる。 
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